
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまんなか便り  
 

開館：水金土／10～16時 

移住交流ｽﾍﾟｰｽ 「やまんなか」 
(田山の郵便局のお隣り  )

☎ ０７４３-９４-０６６６ 
murapura163@gmail.coｍ 

  ✉  

 
発行元：南山城村役場 産業観光課 

発行日：令和６年１０月１日 

 

いつかくる、お家の手続き・・・相続！登記！他には？世

代交代の時、空き家になってしまう時、いったいどのよ

うな手続きが必要になるのでしょうか？費用はどのぐ 

お家の手続き勉強会 

【日時】 １０/２９（火） １０～１２時  【参加】 無料 

【場所】    【持物】 筆記用具 

 

 

【日時】 １０/２３（水）１４時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

ZINE（ジン）の会 
 

自由につづる手作り紙冊子

「ZINE」を皆で作ります！ 

 

【日時】 １０/２７（日） 

１０：３０～１２：００  演奏会 

１３：３０～１５：００  公開制作 

【観覧】 無料（出入自由） 

＜今後のイベント＞ 
 

 

自分の好きな手仕事を持参

して、一緒に楽しみましょう！ 

 

ちくちく手しごとの会 
  

【日時】 １０/２５（金）１４時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

11/3  田山花踊り（休憩所開館） 

11/11 菌ちゃん農法 

勉強会＆実習（畑の会） 

※靴下を編みたい方は輪針必要。 

 

毎月恒例のランチ会★そ

ろそろ秋の食材が楽しみ

ですね(^^♪ご参加、お待

ちしています！ 

やまんなかランチ会 
 

【日時】１０/１６（水）１２：３０～ 

【参加】６００円 未就学児無料 

【申込】要予約（10/１４〆切） 

 

皆で生ごみから肥料を作りま

す。まずは１０/２４にコンポス

トの基礎を勉強し実習を開始

します！当日は直売所・道の

駅でランチの食材調達からス

タート。その日に出た生ごみ

から仕込み始め、後日、参加

者の生ごみを日常的に回収

し、肥料作りの作業をしてい

きます！全日程参加できなく

ても大丈夫★お気軽に 

ご参加ください。 

【日時】 １０/２４（木）・１１/２１（木） 

１０～１５時  

【参加】 3000円（ランチ代、備品代 

できあがった堆肥代として） 

【申込】 要予約（10/１8〆切） 

コミュニティコンポストの会 
  

２０２１年南極絵巻展のササオ

カさんがアートライブを開催。 

土地々々の物質をつかう絵画 

実験を鑑賞しましょう！！午前

は民俗学研究者・近藤夏織子さ

んによる笛の演奏会です♪ 

ササオカミホ 
ライブペインティング 

 
らい？法律は？誰に頼む？村内の

物件をなんとかしたい時、空き家 

バンクと民間不動産の違いは？ 

とりあえず知っておいて損はナシ！ 

 

夏野菜の種取りや、秋野菜に

ついて情報交換しましょう◎ 

種の会 

 

【日時】 １０/２４（木）１５時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

Ubiquitous Site MINAMIYAMASHIRO 

 

※勉強会は全２回、 
作業日は随時 

 

 

空き家 
無料相談会 
同時開催！ 



  兵庫県自治研修所にて「政策形成実践研修」のアドバイザーとして参加 

                              移住交流推進員   野﨑弘之 

 年に一度だけ「大学の授業」に呼ばれる機

会があるのですが、今年はそれに加えてもう

一つ「自治体職員の研修会」に呼ばれるとい

う何とも光栄な機会をいただいたので、今回

はそのレポートです。

いつもお世話になって

いる日本福祉大学の田

中優教授からの推薦

で、兵庫県自治研修所

から派遣依頼をいただいたという経緯なのですが、実は今回の研修のテーマ

が「空き家・空き資源で持続可能な地域づくり」という内容だったのです。

田中先生からは「現場を知る人からの講評が欲しい」という要望だったので、

それならば！という事で引き受けたのですが、受講生が兵庫県内の正職員の

方々という事もあり、当日まで何とも言い難い「妙な緊張感」に苛まれる日々

を過ごしておりました(-_-;)。受講生のプロフィールを事前にいただいていた

訳なのですが、兵庫県庁職員が 5名、あとは豊岡市・香美町・多可町・姫路市・播磨町・相生市・

小野市の職員で、まずはそれぞれの

自治体の事を色々と調べて、普段ど

のような取り組みをされているの

かを事前に把握してから研修会に

臨みました。それぞれの自治体で、

課題として多く例に挙がっていた

のが「廃校活用」でした。やはり、

どこの自治体も少子高齢化と人口減少は同じ問題のようです。兵庫県内の地域課題を少しだけイン

プットできたのは、僕にとっては良い機会になりました。さて研修当日、受講生が作成した政策に

対して講評をさせていただくのですが、僕以外に兵庫県庁地

域振興課の課長さんと住宅政策課の課長さんも同席されて

いて、益々緊張する場面でもあったのですが、田中先生のお

っしゃった通り「現場の人間として」との要望でしたので、

課長さん達とは違った目線であ～だこ～だとツッコミを入

れさせていた

だきました

(笑)。2日間に渡って兵庫県内の職員と関わらせてい

ただきましたが、参加者の皆さんは、改めて「他の自

治体職員とのパイプの重要性」を共通に感じられて

いたようでした。それぞれの地域が抱えている問題

など様々な会話をする機会があり、今後の交流も続

きそうなので個人的にはかなりの収穫になりまし

た。 

 


